
耐震補強橋梁一般図

図示 1 / 7

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県南部総合県民局 県土整備部<美波>

工事名

図面名

縮尺

会社名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

Ｒ７波土　上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川　橋梁耐震補強工事

当初設計図面

耐震補強橋梁一般図

EL=20.000

17001300
1000

4000

1
2
0
0

4
3
0
0

2
0
3
3

7
5
3
3

2
0
0

A1

M

1
2
0
0 3
0
0

8
1
0
0

2
0
07
0
0

1
0
5
0
0

2
0
0

1700
100
1200

100
1700

4800

300 300

1800

P1

F M

0.389%
1800

1
2
0
0 3
0
0

8
1
0
0

2
0
0 7
0
0

1
0
5
0
0

2
0
0

1200
300 300
1200

1700
100
1200

100
1700

4800

F M

500
1000

13001700 7
5
3
1

1
2
0
0

4
3
0
0

2
0
3
1

P2

A2

6
0
0

1
0
0

F

橋長　71600

300 23200 300

50

300

2380050 23800 50 23800 50

23200 300 300 23200 300

側面図

50 23800 50 23800 50 23800 50

橋長　71600

400
900

900
400

300 23200 300 300 23200 300 300 23200 300

400
900

1300
1000

1700

4000

8
2
0
0

A1

2
1
0
0

4
0
0
0

2
1
0
0

8
2
0
0

1800

5
0
0
0

4800
P1

2
1
0
0

4
0
0
0

2
1
0
0

8
2
0
0

1800

5
0
0
0

4800
P2

900
400

13001700
1000

4000

8
2
0
0

A2

平面図

S=1:200

道路区分

橋格

上部工

橋長

支間長

車道

歩道

平面線形

床版厚係数

大型車交通量

床版厚

設計震度

上部工

下部工

コンクリート σca=8.6N/mm2

鉄筋 σsa=140N/mm2

コンクリート σca=7N/mm2

鉄筋 σsa=160N/mm2

計画高水流量

設計条件

Q=370m3/s

橋台kh=0.20、橋脚kh=0.20

σck=30N/mm2

σck=21N/mm2

上部工

下部工

許容応力度

コンクリートの
設計基準強度

第3種第4級、設計速度30km/h

1等橋(TL-20)

単純支持活荷重合成鋼鈑桁

逆T式橋台

張出式橋脚

71.600m

23.200m

7.000m

-
幅員

直線

1.05

500台未満　台/日/1方向

210mm

下部工
形式

H.W.L 38.655

橋梁諸元

補強設計
橋脚耐震補強

適用示方書

RC巻立て工法(t=250mm)

平成24年　道路橋示方書・同解説

RC巻立て補強
(t=250mm)

RC巻立て補強
(t=250mm) 250

1200
250250

1200
250

RC巻立て補強
(t=250mm)

RC巻立て補強
(t=250mm)

計画高水位 H.W.L=38.655m

至　上皆津

至　上皆津 至　奥浦

橋脚耐震補強(日浦橋)

1
2
0
0
3
0
0

8
1
0
0

2
0
07
0
0

1
0
5
0
0

2
0
0

2100 4000 2100

8200

500 500600 2800 600

5000 100100

既設橋脚寸法

250 4500 250補強後橋脚寸法

250 4000 250

RC巻立て補強
(t=250mm)

橋脚補強構造図 S=1:100

BOX

水位計

39.23

37.22

39.54

36.39

37.42

37.25

37.64

36.44

39.23

39.54

34.84

35.77

35.97

35.72

36.32

37.29

34.53

36.26

36.76

37.65

37.69

36.74

36.15

39.47

39.61

36.35

39.61

38.88

41.49 41.27

Co

Co

R1-K3-4
41.923

46.39

48.43

47.22

46.99

47.37

48.43

45.51
38.31

43.06

38.22

46.74

38.39

44.46

39.10

40.48

38.80

43.72

37.02

41.20

44.76

37.14
36.41

34.75

34.50

36.87

41.29

36.48

34.04

33.66

34.83

34.35

33.93

33.95

33.87

33.82

41.58 41.5341.66 41.6341.7241.7141.70

32.53

32.86

34.21
32.82

41.35

34.28

45

4
5

45

4
0

根
固

め
ブ

ロ
ッ

ク

相川



P1橋脚補強構造図 S=1:50

正面図

G1 G2 G3

側面図

P2橋脚A1橋台

A
1
橋
台

P
2
橋
脚

平面図

b部

a部

σck=24kN/mm2σck=24kN/mm2

(t=250mm)(t=250mm)

(t=250mm)

b部

a部

S=1:20

σck=24N/mm2 (t=20mm)

▽支柱天端高

▽鉄筋天端高

D25

a部詳細図 b部詳細図 S=1:20

(t=20mm)

σck=24N/mm2

σck=24N/mm2

D25

(
定
着
長

2
0
φ

)

(
削

孔
長
)

※柱部軸方向主鉄筋の削孔位置は既設底版の鉄筋をハツリにより確認し、

  既設鉄筋を避けて削孔すること。

  ただし、主鉄筋の規定本数は必ず確保すること。このときの配置間隔は

　300m mまでとし、純あきは以下の数値を確保する。

　　　・粗骨材の最大寸法の4/3倍以上かつ40m m以上

　　　・鉄筋直径の1.5倍以上　　　→　D51 x 1.5   =7 6.5mm以上

※柱部の主鉄筋の圧接位置は、左右方向に対してそれぞれずらして

　配置を行うこと。

※柱部の帯鉄筋は主鉄筋組立後寸法を確認し施工をすること。

※柱部の帯鉄筋のフレア溶接位置は、上下方向に対してそれぞれ、

　25φ以上離して(反転して)配置を行うこと。

※純かぶりは70m m以上を確保する。

※コンクリート打設後、十分な養生を行うこと。

※主鉄筋の削孔径は,鉄筋径+10m m程度とする。

注記)
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「本図面は新JISA0 101( 2012 )に基づき作成した図面である」(外形寸法)
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注) 帯鉄筋の継手は、一断面に集中させないよう
　  千鳥配置とすること。

削孔 φ61x1030
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※柱部軸方向主鉄筋の削孔位置は既設底版の鉄筋をハツリにより確認し、
  既設鉄筋を避けて削孔すること。
  ただし、主鉄筋の規定本数は必ず確保すること。このときの配置間隔は
　300mmまでとし、純あきは以下の数値を確保する。
　　　・粗骨材の最大寸法の4/3倍以上かつ40mm以上
　　　・鉄筋直径の1.5倍以上　　　→　D51 x 1.5  =76.5mm以上
※柱部の主鉄筋の圧接位置は、左右方向に対してそれぞれずらして
　配置を行うこと。
※柱部の帯鉄筋は主鉄筋組立後寸法を確認し施工をすること。
※柱部の帯鉄筋のフレア溶接位置は、上下方向に対してそれぞれ、
　25φ以上離して(反転して)配置を行うこと。
※純かぶりは70mm以上を確保する。
※コンクリート打設後、十分な養生を行うこと。
※主鉄筋の削孔径は,鉄筋径+10mm程度とする。
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鉄筋質量表(SD345)

種 別 径 長  さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

C 1-1 D51 6500 16 15.9 103.35 1654 （16）

C 1-2 D51 2550 16 15.9 40.55 649

C 1-3 D51 5000 16 15.9 79.50 1272 （16）

C 1-4 D51 4050 16 15.9 64.40 1030

C 2 D51 7930 32 15.9 126.09 4035

C 3 D25 5410 126 3.98 21.53 2713

11353

(圧接箇所)

合　計 D51 8640 kg ( 32 )

D25 2713 kg

総質量 11353 kg ( 32 )

フレアー溶接詳細図

A - A

w:溶接ビードの幅
      w≧1/2xφ

a:のど厚
      a≧0.39xφ-3 (10mm＜φ≦22mm)
      a≧0.39xφ-4 (φ＞22mm)

L:溶接長
      L≧10xφ

φ:鉄筋径 D (呼び径) 

注) フレアー溶接の施工管理については、土木学会における
   「鉄筋定着・継手指針(2020年版)」によるものとする。
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「本図面は新JISA0 101( 2012 )に基づき作成した図面である」(外形寸法)
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※柱部軸方向主鉄筋の削孔位置は既設底版の鉄筋をハツリにより確認し、

  既設鉄筋を避けて削孔すること。

  ただし、主鉄筋の規定本数は必ず確保すること。このときの配置間隔は

　300m mまでとし、純あきは以下の数値を確保する。

　　　・粗骨材の最大寸法の4/3倍以上かつ40m m以上

　　　・鉄筋直径の1.5倍以上　　　→　D51 x 1.5   =7 6.5mm以上

※柱部の主鉄筋の圧接位置は、左右方向に対してそれぞれずらして

　配置を行うこと。

※柱部の帯鉄筋は主鉄筋組立後寸法を確認し施工をすること。

※柱部の帯鉄筋のフレア溶接位置は、上下方向に対してそれぞれ、

　25φ以上離して(反転して)配置を行うこと。

※純かぶりは70m m以上を確保する。

※コンクリート打設後、十分な養生を行うこと。

※主鉄筋の削孔径は,鉄筋径+10m m程度とする。

注記)
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「本図面は新JISA0 101( 2012 )に基づき作成した図面である」(外形寸法)

P2橋脚補強配筋図(その1)

図示 6 / 7

（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）

徳島県南部総合県民局 県土整備部<美波>
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図面名

縮尺

会社名

事業者名

路線名等

工事箇所

図面番号

Ｒ７波土　上皆津奥浦線(日浦橋)
海・相川　橋梁耐震補強工事

当初設計図面
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注) 帯鉄筋の継手は、一断面に集中させないよう
　  千鳥配置とすること。

削孔 φ61x1030
樹脂注入

既設鉄筋

橋軸直角方向

橋
軸

方
向

6 - 6
(基部定着鉄筋削孔位置)

(
定

着
)

P2橋脚補強配筋図(その2) S=1:50

(
非

定
着
)

P
1
橋

脚
側

A
2
橋

台
側

※柱部軸方向主鉄筋の削孔位置は既設底版の鉄筋をハツリにより確認し、
  既設鉄筋を避けて削孔すること。
  ただし、主鉄筋の規定本数は必ず確保すること。このときの配置間隔は
　300mmまでとし、純あきは以下の数値を確保する。
　　　・粗骨材の最大寸法の4/3倍以上かつ40mm以上
　　　・鉄筋直径の1.5倍以上　　　→　D51 x 1.5  =76.5mm以上
※柱部の主鉄筋の圧接位置は、左右方向に対してそれぞれずらして
　配置を行うこと。
※柱部の帯鉄筋は主鉄筋組立後寸法を確認し施工をすること。
※柱部の帯鉄筋のフレア溶接位置は、上下方向に対してそれぞれ、
　25φ以上離して(反転して)配置を行うこと。
※純かぶりは70mm以上を確保する。
※コンクリート打設後、十分な養生を行うこと。
※主鉄筋の削孔径は,鉄筋径+10mm程度とする。
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鉄筋質量表(SD345)

種 別 径 長  さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質　量 摘  要

C 1-1 D51 6500 16 15.9 103.35 1654 （16）

C 1-2 D51 2550 16 15.9 40.55 649

C 1-3 D51 5000 16 15.9 79.50 1272 （16）

C 1-4 D51 4050 16 15.9 64.40 1030

C 2 D51 7930 32 15.9 126.09 4035

C 3 D25 5410 126 3.98 21.53 2713

11353

(圧接箇所)

合　計 D51 8640 kg ( 32 )

D25 2713 kg

総質量 11353 kg ( 32 )

フレアー溶接詳細図

A - A

w:溶接ビードの幅
      w≧1/2xφ

a:のど厚
      a≧0.39xφ-3 (10mm＜φ≦22mm)
      a≧0.39xφ-4 (φ＞22mm)

L:溶接長
      L≧10xφ

φ:鉄筋径 D (呼び径) 

注) フレアー溶接の施工管理については、土木学会における
   「鉄筋定着・継手指針(2020年版)」によるものとする。
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「本図面は新JISA0 101( 2012 )に基づき作成した図面である」(外形寸法)

P2橋脚補強配筋図(その2)
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（一）上皆津奥浦線

海部郡海陽町相川（日浦橋）
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